
ー　AIFA　第２回津留建設リーグ2023　西尾張地区大会U-11　ー

主　旨 U-12年代の選手育成のために、日本サッカー協会・愛知県サッカー協会のサポートのもとに、

リーグ文化の導入をして、試合環境の改善を行うものである。

この試合環境の改善の為に4種年代の多くのプレイヤーが、年間を通じてこの年代に適した

プレー機会が提供される様に、「Players First」を念頭におき日常のゲーム整備に努める。

主催 公益財団法人　日本サッカー協会/愛知県サッカー協会

主管 西尾張サッカー協会4種委員会

期日 年間リーグ

・日程(４種委員会が推奨する日程で行います)

・2022年度Ｕ－10リーグの結果を反映して西尾張全体でレベル分けされたリーグを行う

・5月から1月末を目処に行う

参加資格 ・日本サッカー協会登録チーム及び個人登録をした選手

・5年生以下の選手で構成されたチーム

・大会運営に協力できるチーム

・会場提供もしくは会場運営に協力できるチーム

試合方法 ・8人制

・試合時間は20分-5分-20分

・複数ブロック、総当りリーグ

・1チーム1日2試合までとする(土曜日、日曜日立て続けの開催原則不可)

・勝ち点制とする(勝ち3点・引き分け1点・負け0点)

その他 ・１部リーグ上位チームから順に翌年の県リーグに参加資格を得ることができる。

但し、2022年度選手登録人数により県リーグ地区枠が変更になる場合がある。（現状は３枠）

・翌年西尾張Ｕ－12リーグに結果を反映させる。

・１部リーグ１１位・１２位の２チームは２部へ自動降格、

２部リーグ各ブロック１位は１部へ自動昇格。

１部リーグ９位・１０位と２部リーグ各ブロック２位・３位の６チームにてプレーオフを行う。

・新規登録チームの振り分けはフリー抽選で行います。



確認事項 ・2022年度公益財団法人日本サッカー協会8人制サッカールールに規定に準ずる

・1チームの登録人数は基本20名までとするが、それ以上登録を希望のチームは

エントリー表の枠を追加してエントリーしてください。

但し1試合の出場選手は16名までとする。交代は自由交代制とする。

・審判については1審制とする(当該チーム以外から1名)

・ユニホームについては、1着は用意すること(サブはビブス可)、GKについてはビブスの着用可

但し、感染症予防の観点からビブスであっても着回しはしないこととする

・チーム帯同については指導者1名以上とする(同会場に2チームいる場合は各チームに1名以上)

但し、選手の引率に問題がないよう努める

・帯同審判については、複数チーム(A・B)参加の場合、同一の審判が複数チーム(AとBの両方)

の審判を担当することを認める
チーム監督についても、複数チーム(A・B)参加の場合、同一のコーチが複数チーム
(AとBの両方)のベンチに入ることも認める

・棄権による没収試合は0-10とし、その後の処置は規律委員会において決定する

・登録メンバー表の変更（追加）がある場合は、所定の変更届に記入し、4種リーグ長までに

提出すること。了承を得て、次節より出場可能とする

・リーグ戦をＡチームが半分消化した後、ＢチームからＡチームへの追加登録を３名まで認める。

但し、ＡチームからＢチームへの追加変更は認めない。

・運営に関しては４種委員会が推奨する予定日で行う事を基本とする(日程・会場等)


